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東
日
本
大
震
災
直
後
、

多
く
の
地
震
学
者
は

「想

定
外
の
地
震
が
起
き
た
」

と
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、

津
波
で
運
ば
れ
た
土
砂
や

石
の
痕
跡
を
探
る
研
究
者

に
と

っ
て
、
三
陸
沿
岸
を

中
心
に
襲

っ
た
巨
大
津
波

は
決
し
て

「想
定
外
」
で

は
な
か

っ
た
。
再
来
す
る

巨
大
災
害
に
い
か
に
備
え

る
か
―
―
。
過
去
に
列
島

各
地
を
襲

っ
た
津
波
の
規

模
や
年
代
、
周
期
を
知
る

時
い
い
向
牡
漱
』
躊
諏
継

る

一
方
、
国
や
自
治
体
で

も
被
害
想
定
や
避
難
方
法

な
ど
の
根
本
的
な
見
直
し

が
菫
わ
ら
れ
て
ハ
る
。

列
島
に
追
る
次
の
巨
大
地
震

「こ
れ
か
ら
の
数
十
年
は
我

々
の
知
ら
な
い
日
本
列
島
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
」
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
１
鼻
睦
迎
え
る
に

当

た
り
、
松
沢

暢

。
東
北
大

教
授
（地
震
学
）
は
そ
う
考
え
て

い
る
。
大
震
災
を
も
た
ら
し
た

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
９

ｏ
０

の
超
巨
大
地
震
は
、
東
日
本
の

地
下
に
か
か
る
力
に
大
き
な
変

化
を
起
こ
し
た
た
め
だ
ｏ
今
後

い
つ
、
ど
こ
で
巨
大
地
震
が
起

き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

防
災
科
学
技
術
研
究
所
と
国

土
地
理
院
は
昨
年
１０
月
、
千
葉

黒
の
一号
聡
半
島
沖
で
、
地
下
の

プ
レ
ー
ト
（岩
板
）
の
境
が
ゆ

っ

く
り
滑
る
「
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
」

を
観
測
し
た
。
過
去
３０
年
間
、

約
６
年
ご
と
に
確
認
さ
れ
た
現

象
だ
が
、
今
回
は
４
年
２
カ
月

ぶ
り
の
発
生
だ

っ
た
。
一房
総
沖

や
関
東
周
辺
を
震
源
と
す
る
Ｍ

８
級
の
巨
大
地
震
と
の
関
連
性

を
指
摘
す
る
研
究
者
も
い
る
。

こ
れ
と
は
別
に
、
大
震
災
の

震
源
域
の
地
下
の
断
層
周
辺
で

は
、
揺
れ
を
伴
わ
ず
に
ゆ

っ
く

り
動
く

「余
効
変
動
」
と
い
う

現
象
が
継
続
す
る
。
松
沢
教
授

に
よ
れ
ば
、
余
効
変
動
は
今
後

Ю
甲

以
上
院

く
可
能

性
が
あ

る
。
こ
の
影
響
で
、
内
陸
に
あ

る
双
葉
断
層
（宮
城

・
福
島
県
）

▽
立
川
断
層
帯

（埼
玉
県

ｏ
東

蒜
脚
野

鑢

製

場

」

叩

飾

野
県
）
▽
萩
原
断
層
（岐
阜
県
）

で
地
震
を
発
生
さ
せ
る
力
が
加

わ

っ
た
と
し
て
、
気
象
庁
な
ど

は
警
戒
を
呼
び
か
け
る
。

東
北
大
の
趙
大
鵬
教
授

（地

震
学
）
は
今
年
２
月
、
別
の
観

点
か
ら
双
葉
断
層
の
活
動
を
懸

念

す
る
研
究
成

果
を
ま

と
め

た
。
福
島
県
い
わ
き
市
周
辺
で

０２
年
６
月
～
Ｈ
年
１０
月
に
起
き

た
約
６
５
０
０
回
の
地
震
の
観

測
デ
ー
タ
か
ら
地
下
構
造
を
画

像
化
。
地
下
の
岩
板
か
ら
上
昇

し
た
水
が
断
層
に
入
り
込
み
、

摩
擦
力
が
低
減
し
て
地
震
が
起

き
や
す
く
な

っ
て
い
る
と
突
き

止
め
た
。
昨
年
４
月
に
同
市
で

起
き
た
Ｍ
７

ｏ
Ｏ
の
余
震
も
同

様
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
と
い

う
。
双
葉
断
層
は
福
島
第
１
原

発
の
西
側
数
♂
を
通
る
こ
と
か

ら
、
趙
教
授
は

「原
発
直
下
の

地
震
に
警
戒
し
、
耐
震
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

首
都
圏
の
地
下
を
震
源
と
す

る
地
震
も
大
震
災
後
に
増
え
て

い
る
。
震
災
後
半
年
で
Ｍ
３
以

上
の
地
震
が
以
前
の
６
倍
以
上

に
増
え
た
こ
と
を
基
に
、
東
京

大
地
震
研
究
所
の
チ
ー
ム
は
、

Ｍ
７
級
の
首
都
直
下
型
地
震
の

発
生
確
率
を

「今
後
３０
年
以
内

に
９８
ψ
」
と
試
算
し
た
。
別
の

研
究
者

に
よ
る
確
率

も
出
た

が
、
前
提
が
違
う
試
算
の
ど
ち

ら
が
正
し
い
か
は
本
質
で
は
な

い
。
首
都
圏
で
は
事
態
が
切
迫

し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
点
に
変

わ
り
は
な
い
。

平
安
時
代
や
江
戸
時
代
に
は

首
都
直
下
に
相
当
す
る
地
震
と

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が
比

較
的
近
接
し
て
起
き
た
。
火
山

活
動

へ
の
波
及
を
懸
念
す
る
声

も
あ
る
。
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。


